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要　旨

　本稿は，2009年5月中旬に，主に愛媛大学法文学部総合政策学科の大学生535名を対象に一

行った「ネットショップ利用の意識に関するアンケート」の結果をまとめ，考察を行ったもの

である。当該アンケート調査は，学生のネットショップ利用実態を把握するとともに，学生が

ネットショップの利用に対してどのような．意識を持っているかを把握することを目的に行っ

た。当該調査およびその分析から，購入対象商品の情報収集あるいは購入場所としては実店舗

が中心であるものの，20％ほどの学生はネットショップで購入すること，ネットショップでの

商品購入において重視しているのは，価格の要因以上に実店舗での入手可能性であることなど

が明らかになる。さらに商科によってブランドや珍しさなど商科そのものが消費者の購買行動

に大きく影響する場合，商科の情報の豊富さが大きく影響する場合，およびロコミ情報など既

存ユーザーからの情報が大きく影響する場合が存在することが示される。

1．はじめに

　本稿は，2009年5月中句に，主に愛媛大学

法文学部総合政策学科の大学生500名ほどを対

象に行った「ネットショップ利用の意識に関す

るアンケート」の結果をまとめ，考察を行った

ものである。当該アンケート調査は，学生の

ネットショップ利用実態を把握するとともに，

学生がネットショップの利用に対してどのよう

な意識を持っているかを明らかにすることを目

的に行った。

　同様の調査は他でも見られる。例えば日本通

信販売協会は，2008年に1回以上PCインター

ネット通販を利用した関東地方在住のモニター

ユ，080名を対象とした調査を行っている（日本

通信販売協会，2009年）。同調査では，回答者

の約60％が月ユ～3回程度インターネット通

販を利用していること，月平均での購入金額が

3万円未満の利用者が90％を超えること，購

入商品は「書籍／雑誌」が最も多く，次いで「食

料品／飲料（酒類を除く）」および「生活雑貨・

小物類」などカタログ通販でも上位にくる商科

が利用されていること，実際の購入は実店舗が

中心であることなどが報告されている。またマ

イボイスコム株式会社が2008年4月に同社モ

ニターユ4，8ユ3名を対象に行ったウェブ調査に

よると，1年以内にPCでのオンラインショッ

ピングを利用したのは93％であり，購入した

商品の上位3位は「書籍・雑誌」「食料品・飲

料・アルコール」「衣料品」であった（マイボ

イスコム，2008年）。

　これらの調査はネットショップ利用に特化し

ており，回答者数も多い。また日本通信販売協

会の調査は質問項目が多岐にわたっており，そ

の結果は意義深いものといえる。しかし反面，

回答者が既にネットショップを利用した経験の

ある人，あるいはインターネットをそれなりに

使っておりネットショップを利用する可能性の
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高い人に偏っているともいえる。ネットショッ

ピングに関する市場の拡大あるいはネット

ショップの販売戦略策定のためにも，潜在的利

用者までを含めた利用者の行動や意識を明らか

にすることは有意義であろう。また各世代の申

でインターネットあるいは携帯電話の利用率が

高い20歳前後の世代に関して（総務省，2009）

ネットショップ利用の調査を行うことは，今後

のネットショップの方向性を探る上でも意味が

あると考えられる。

2％

国1回生

懸2回生

鰯3回生

願4回生

□5回生以上

■無回答

図11回答学生の学年

2．調査概要

2．1．調査方法等

　調査を実施した時期，調査対象の学生，調査方

法，および回答数は表ユに示すとおりである！

　　　　　妻11調査時期・方法等

調査実施時期 2009年5月ユ3日～2ユ日

主に愛媛大学法文学部総合政策学科

調査対象
の昼夜間主コースの学生
（人文学科・教育学部学生など価学
部・他学科の学生を一部含む）

「情報リテラシー」「ミクロ経済学」

調査方法 「経営政策」「情報産業論」の講義受

講者への配布および回収

回答数 535票

区2：回答学生の性別

捜男

鹿女

翻無回答

2．2．回答学生のあらまし

　回答学生の学年構成は，図1に示すとおりで

ある。ユ回生の学生の人数がやや多く，4回生・

以上の学生の割合がやや少ないが，概ね各学年

から回答を得られたといえる。また回答学生の

男女構成は，図2に示すとおりである。若干の

差はあるものの，男女から概ね均等に回答を得

られたといえる。

　調査対象から考え合わせると，今回のアンケ

ート調査から，松山市の社会科学系学科に属す

る学生の，ネットショップに対する利用実態と

意識が明らかになると考えられる。

1）本稿の付録に，配布したアンケート調査票を掲載

した。なお設問ユOに関しては，本稿．では割愛してい
る。

3．購買行動とネットショップの位置づけ

3．1．情報の収集方法と収集手段

　購入したい商品があった場合，学生の情報収

集の方法およびその手段を明らかにするため

に，購入対象商品の情報収集場所あるいは媒体

について質問した。

　購入対象商品についての学生の情報収集場所

は，表2に示すとおりである。インターネット

を利用して情報を収集する学生は全体の29％

であり，専門店や百貨店，あるいはスーパー等

の実店舗で情報を収集する学生は69％であっ

た。平成2ユ年度版情報通信白書によると，

2008年末における属性別インターネット利用

状況はユ3～19歳で95．5％，20～29歳で96，3％
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である（総務省，2009）。この高い普及率に比

して，インターネットを利用して購入対象商品

の情報を収集する学生は少ないと思われる。

ユ，2回生よりも3，4回生の方がインター

ネットを利用して情報収集をする割合が高い

が，4回生で34％である。インターネットの利

用率が高い学生層においても，欲しい商品に関

しては，実店舗において実際に商品を手に取る

などして情報を収集することが基本となってい

るといえる。

　　　表21購入対象商品の情報収集先2〕

ネット 実店舗カタログ無回答 計

ユ回生
46 ユ49 6 1 202

（23％） （74％） （3％） （O％） （ユOO％）

2回生
36 88 o 4 ユ28

（28％） （69％） （O％） （3％） （ユOO％）

3回生
40 79 ユ 1 ユ21

（33％） （65％） （ユ％） （ユ％） （100％）

4回生
23 45 O O 68

（34％） （66％） （O％） （O％） （ユOO％）

5回生 4 3 O O 7

以上 （57％） （43％） （O％） （O％） （ユOO％）

無回答
5 4 O O 9

（56％） （44％） （O％） （O％） （ユOO％）

計
154 368 7 6 535

（29％） （69％） （1％） （1％） （100％）

　次に，インターネットを利用して購入対象商

品の情報を収集する場合に利用する手段および

検索する際に主に利用する検索サイトを質問し

た。インターネット検索を行う際に利用する手

段を示したのが図3である。パソコンを利用す

る学生が64％，携帯電話を利用する学生が

8％，パソコンと携帯電話の両方を利用する学

生が2ユ％であり，主にパソコンから検索を

行っていることがわかる。およそ30％の学生

が携帯を使ってネット検索をしていることか

ら，検索の手段として携帯電話が一定数利用さ

れているといえるが，2008年末における属性

別携帯インターネット利用状況が13～ユ9歳で

73．9％，20～29歳で86．8％と報告されている

（総務省，2009）ことと比べると，携帯インタ

ーネットの利用状況の割にそれほど多いとはい

えない。

8％

民パソコン

騒携帯

鰯パソコンと携帯

騒検索しない

□無回答

図31インターネット検索の手段

　欲しい商品をパソコンを使ってインターネッ

トで検索する際に主に使用するサイトについて

の結果を示したのが図4である。検索サイトの

Yahoo！が66％と圧倒的に多く，次いでGoog1e

が16％となっている。いわゆる検索サイトを

利用する学生は83％であり，オンラインモー

ルの検索機能を利用する学生はユエ％であっ

た。欲しい商品であってもオンラインモールに

直接接続して検索するのではなく，まずは検索

サイトを使って検索していることがわかる。結

果的にネットショップを利用するとしても，検

索サイトの検索結果からネットショップにたど

り着くことが多いといえる。

国Googユ。

馴3hOO！

麗その他の検索サイト

麗楽天

□モ』ノレ

■その他

□無回答

図4：使用検索サイト

2）括弧内のパーセント表示は，列方向の比率を示し

ている。

3．2．情報収集および商品購買行動

　購入対象商品を実際に購入する際に，商品の
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情報を調べる段階および実際の購買行動に移す

段階で，実店舗とネットショップをどのように

使い分けているかを明らかにすることは，ネッ

トショップの改善の方向性を導くには．意義深い

と考えられる。そこで欲しい商品を実際に購入

する際の行動について質問を行った。具体的に

は，インターネットと実店舗のどちらで商品情

報を調べ，かつ実際に購入するのはネット

ショップなのか実店舗なのかを質問した・その

結果を示したのが図5である。インターネット

で情報収集をし，そのままネットショップで商

品を購入する学生は17％，インターネットで

情報収集し，実際の購買は実店舗で行うという

学生が36％であった。

　最終的にネットで商品を購入する学生は

ユ9％，実店舗で商品を購入する学生は81％で

ある。購入対象商品の情報収集にはインター

ネットを用いる学生は53％存在しているが，

実際の購入は実店舗を利用する学生が多い。イ

ンターネットで情報を収集し，そのままネット

ショップで商品を購入すれば利便性は高いはず

だが，ネットショップでの商品購入にまだ抵抗

を感じているようである。

覧する頻度についての結果を示したのが図6で

ある。

　5％の学生がネットショップのサイトを毎日

閲覧し，15％の学生が2，3日にユ回程度閲覧

している。1週間にユ回以上閲覧する学生は

40％，ユヶ月にユ回以上閲覧する学生は69％

存在しており，閲覧に限ればネットショップを

利用する学生は多いといっていい。他方，20％

の学生がネットショップのサイトの閲覧頻度は

半年にユ回程度からユ年に1回未満，もしくは

利用経験なしと答えており，閲覧だけに関して

も「ほとんど利用しない」学生も一定数存在す

る。

魔毎日

麗2，3日毎

畷1週間毎

畷2週間毎

□1か月毎

■2，3か月毎

［コ半年毎

翻1年毎

翻1年に1回未満

口利用経験なし

国ネットーネット

麗ネットー実店舗

麗実店舗一実店舗

騒実店舗一ネット

□無回答

図51情報収集と実際の購買行動

4．ネットショップの利用実態

　学生のネットショップの利用頻度を明らかに

するために，ネットショップのサイトを「閲覧

する」頻度と，ネットショップのサイトで商品

を「購入する」頻度に分けて回答を求めた。開

図6：ネットショップの閲覧頻度

　学生がネットショップのサイトから商品を実

際に購入する頻度についての結果を示したのが

図7である。ユヶ月に1回以上ネットショップ

で商品を購入する学生は20％，2，3ヶ月に

ユ回以上購入する学生は39％存在している。

コンビニエンス・ストアやスーパーマ」ケット

などでの日々の買い物を除いて学生が実店舗で

「買い物」をする頻度を想定すると，必ずしも

低い数字とはいえず，むしろネットショップで

商品を購入する学生は，それなりの数が存在す

るといってもいいだろう。利用の意識として

は，スーパーマーケットでの買い物というより

は，専門店あるいは百貨店での買い物に近いの

かも知れない。他方，利用経験なしと答えた学

生が28％存在し，購入頻度が半年にユ回以下

の「ほとんど利用しない」といってもいい学生
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が61％存在することから，学生にとってネッ

トショップから商品を購入するという行為は，

現状では主流の行為とはいえない。

9％一1

国1週間毎

麗2週間毎

麗！か月毎

騒2，3か月毎’

□半年毎

■1年毎

□1年に1回未満

麗購入経験なし

鰯無回答

10％

　図71ネットショップの購入頻度

　ネットショップで商品を購入する場合に利用

する決済手段についての結果を示したのが図8

である。今回の調査対象者がほとんど学生であ

ることが影響しているといえるが，「クレジッ

トカード」での決済は8％と少ない。決済手

段としては「代引き」を選択する学生が39％

と最も多く，「コンビニ払い」が2ユ％と続いて

いる。

　クレジットカードを持っていない学生は相当

数存在するので，クレジットカード決済が少な

いのは当然といえる。この結果だけから考える

と，いわゆる「代引き手数料」の存在は，学生

のネットショップ利用行動においてある程度の

影響をもつ可能性がある。

漆クレジット

騒コンビニ払い

騒振り込み

綴代引き

口わからない

■無回答

51ネットショップでの商品購入におけ

　　る重視要因

　学生がネットショップで商品を購入する意思

決定を行う際，意思決定に影響を与える要因を

明らかにすることは，学生のネシトショップ利

用状況を把握する意義に加え，ネットショップ

運営者にとっても有意義である。価格比較サイ

トの利用あるいはネットショップのモールにあ

る並べ替え機能，検索サイトの利用などによっ

て，一般に「価格」要因が大きく影響すると考

えられているが，他方で「ネットショップの信

用」や「クチコミ」が要因として指摘されるこ

ともある。今回の調査ではネットショップ運営

者の注目点を考慮し，「価格」「身近な実店舗に

ない」「店の信用度」「珍しさ」「新製品」「実用

性」「衝動買い」の7点に選択肢を絞って質問

した。質問に際し，第1位に重視する点と第2

位に重視する点を聞く形式をとった。その結果

を示したのが図9である。

　学生がネットショップでの商品購入決定にお

いて，第1位に重視している要因は「身近な店

舗にない」であり，次いで「価格」であった。

第2位に重視している要因としては「価格」を

指摘する学生が多く，次いで「身近な店舗にな

い」ことである。第ユ位と第2位を加えると「身

近な店舗にない」と「価格」はほぼ同数になり，

他の要因を大きく引き離している。

　学生のネットショップ利用において最も重要

であるのは「身近な実店舗にない商科であるか

どうか」であり，「価格」は第2位であるとい

う結果は特徴的であり興味深い。学生にとって

商品の購買行動は実店舗が基本であり，欲しい

けれども身近な店舗にない場合にネットショッ

プの利用を考えると推測され，その影響は価格

の要因を上回る。ただこのことは学生がネット

ショップから購入する商品群と強く関係がある

と考えられるので，さらに詳細な調査が必要で

ある。

図81決済手段
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　　　　　価格

身近な実店舗にない

　　　　店の信用

　　　　　珍しさ

　　　　　新製品

　　　　　実用性

　　　　衝動買い

　　　　　無回答

騒第ユ位に重視

鰯第2位に重視

050100150200250300
図91ネ；ントショップでの商品購入において重視する要因

350　　400（人）

6一商科毎の購入先と購入決定における

　　重視要因

6．1．商科毎の購入先

　実店舗とネットショップのどちらから商品を

購入するかという意思決定は，商科毎に異なっ

ていると予想される。ネットショップに関して

商科毎の向き不向きの存在は指摘されているが

（竹内，2008），利用者側からの視点で購入先の

選択およびその決定要因を明らかにすることは

興味深い。またその結果は，ネットショップの

改善策の提案につながる可能性もある。

　そこで商科毎の購入方法および購入決定にお

ける重視要因を質問した。具体的には，「ファッ

ション」「家電製品」「日用雑貨」「食品」「健康

食品」「コスメ商品」「インテリア商品」「スポ

ーツ用品」「お酒」の9種類の商科について，

まず購入先は「主に実店舗」「主にネット」「同

程度」のどれであるかを質問した。次にその各々

の商科について，購入決定において重視する点

を「価格」「品質」「ブランド」「珍しさ」「使用

経験」「ロコミ」「デザイン」「話題性」「安心感」

の9つの要因から選択してもらった。

　各々の商科について購入先の結果を示したの

が図10であるぎ9種類すべての商科におい

て，実店舗で商品を購入する学生が85％を上

回り，圧倒的に多い。特に「食品」「お酒」は

99％，「日用雑貨」は97％とほとんどの学生が

実店舗から商品を購入している。主にネット

ショップから購入するとの回答が多かった商科

は，「家電製品」の6％と「健康食品」の5％

である。同程度を含めてネットショップから購

入される商科は，「インテリア商品」12％，「家

電製品」ユ1％，「健康食品」「ファッション」「ス

ポーツ用品」ユ0％，「コスメ商品」6％であっ

た。今回の調査では主な購入先を質問したた

め，実際のネットショップ利用率よりも低い数

字が示されることに留意する必要があるが，学

生のネットショップ利用率は低いといえる。

6．2．商科毎の購入決定における重視要因

　各々の商科についての購入決定における重視

要因についての回答結果を示したのが図ユエで

ある。

　この設問の回答者の中で「価格」を購入にお

ける重視要因としてあげる回答が最も多かった

のは，、「食品」で回答者の84％であった。続い

て「日用雑貨」で82％，「家電装晶」「ファッ

ション」で78％，「お酒」で74％であった。こ

れらの商科は他の商科に比べて比較的価格感応

3）商科とネットショップから購入する行動との関係

に注目するために，80％からユOO％の部分のみを図示

している点，および無回答を除いて集計している点
に留意願いたい。
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ファッション

家電製品

日用雑貨

食品

健康食品

コスメ商品

インテリア商品

スポーツ用品

お酒

80％ 85％　　　　　　　　　　90％　　　　　　　　　　95％

　　　図101商科毎の購入先

100％

鰯実店舗

騒ネットショップ

麗同程度

　ファッション

　　家電装晶

　　日用雑貨

　　　　食品

　　健康食品

　　コスメ商品

インテリア商品

　スポーツ用品

　　　　お酒

02004006008001，OOO
　　　　　　　　図11：商科毎の購入決定重視要因

□価格

麗1晶質

鰯ブランド

覇珍しさ

麗使用経験

翻ロコミ

騒デザイン

■話題性

麗安心感

□無回答

ユ，200　　1，400（人）

性が高いといえ，他店と価格の比較を行い，よ

り安価な購入先を探す行動を消費者がとる可能

性がある。インターネット上では検索機能など

を利用し，価格の比較を行うことが実店舗と比

べて容易であるため，これらの商科では価格競

争が激しくなる可能性がある。逆に「コスメ商

品」は63％，健康食品は59％と価格を重視要

因にあげる回答は他の商科よりも比較的少な

い。これらの商科は価格以外の要因が重視され

やすいと考えられる。

　「ファッション」に関しては，重視要因とし

て「デザイン」をあげる回答が回答者の82％，

「ブランド」で24％であるの特徴的である。こ

のことから「ファッション」は，人気のあるブ

ランドあるいは特徴のあるブランド，良質なデ

ザインの商科をもっている店舗であるなら，

ネットショップであっても購入に結びつく可能

性が高いといえる。逆にこのことは，」般に
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「ファッション」がネットショップに向いてい

るということを示している訳ではない。有力な

商科を保有している場合には，ネットショップ

の広い商圏から商科が買われることになるとい

える。このことは，「デザイン」に対し42％，

「ブランド」に対し41％，「使用経験」に対し

2ユ％の回答者が重視している点に特徴の．ある

「スポーツ用品」，および「デザイン」に対し

39％，「使用経験」に対し21％の回答者が重視

している点に特徴のある「日用雑貨」，さらに

は「デザイン」に対し74％の回答者が重視し

ている点に特徴のある「インテリア商品」につ

いても同様の傾向があり，有力な商科の存在が

ネットショップの売り上げに強く関係すると思

われる。

　他方「家電製品」は，「品質」を重視要因と

してあげる回答が回答者の68％で他の商科よ

りも多い。また「安心感」に対し29％，「デザ

イン」に対し26％，「ブランド」に対し22％の

回答者が重視要因としている。「ロコミ」は1ユ％

で家電製品の中ではあまり重視されていない

が，他の商科における「ロコミ」要因と比べる

とやや重視している。家電製品には高価なもの

が多いことに加えて日々使用するものも多い。

そのため商品の質と信用が重視されていると考

えられる。したがってネットショップについて

いえば，商科の情報を詳しくかつわかりやすく

掲載したり，他の利用者のロコミ情報を積極的

に活用したりして，価格に見合う商品であるこ

とを訴求することが有効な販売促進策になると

いえよう。

　「食品」では，「晶質」を重視要因としてあげ

る回答が回答者の63％と他の商科よりも多

く，「安心感」も48％と他の商科よりも重視す

る回答が多い。食品は口に入れるものであるの

で商品の品質と安全性が特に重視される。価格

を重視する回答がすべての商科の中で最も多い

ことと考え合わせると，高品質で安心安全な高

付加価値の食品がネットショップでの販売に向

いていると考えられる。

　「健康食品」では，「安心感」を重視要因とし

てあげる回答が回答者の38％と比較的多く，

「ロコミ」」に対し16％，「使用経験」に対し

15％，「話題性」に対し15％の回答者が重視し

ているところに特徴がある。他の商科と比べて

価格を重視する回答が少ないことも特徴的であ

る。これらのことから健康食品は，ネット

ショップのサイトに商科の情報を豊富にかつわ

かりやすく載せ，消費者の安心感を獲得するこ

とが最も重要であるといえる。またいわゆるレ

ビュー機能や掲示板機能などを利用し，他の既

存ユーザーの使用経験に関する情報を既存ユー

ザー白身に発信してもらう仕組みが有効であろ

う。同時にこれらの情報の信用性を担保する仕

組みを消費者に示すことも必要といえる。加え

てインターネットを含めた様々なメディアでの

評判の提供あるいは他メディアとの連携も有効

であろう。

　「コスメ商品」では，「ブランド」を重視要因

としてあげる回答が回答者の34％と他の商科

と比べて多い。また「使用経験」に対し30％，

「安心感」に対し23％，「ロコミ」に対し22％，

「話題性」に対し17％の回答者が重視している

ところに特徴がある。したがって健康食品と同

様の販売促進策が有効であると考えられる。と

りわけ他の商科と比較して「使用経験」および

「ロコミ」を重視する回答が多いことから，既

存ユーザーからの情報を消費者に提供すること

が重要であるといえるぎ

　「お酒」は，「使用経験」に対し23％，「ブラ

ンド」に対しユ4％，「ロコミ」に対しユ3％，「話

題性」に対しユエ％の回答者が重視している点

に特徴がある。また「珍しさ」を重視する回答

者が11％存在し，すべての商科の中で最も多

い。したがって有名ブランドや人気ブランド，

あるいは入手が難しい商科をもっている場合

4）化粧品のクチコミサイトである「＠cosme（アット

コスメ）」（http：〃www．cosme．netノ）が関心を集めてい

ることからも，コスメ商品におけるロコミ情報の重
要性が窺える。
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は，ネットショップであっても購入に結びつく

可能性が高いといえる。つまり商科の重要度が

高いといえる。同時に既存ユーザーからの情報

を消費者に提供することも販売促進策として有

効といえる。

613．ネットショップ利用者の購入決定におけ

　　る重視要因

　購入先を「主にネット」および「同程度」と

回答したネットショップ利用者について，各々

の商科の購入決定における重視要因についての

回答結果を示したのが図ユ2である。前節にお

いて示した全回答者の回答は，消費者が各々の

商科に対して重視する要因を示していると考え

られるのに対し，この図が示すのは，実際に

ネットショップを利用している学生が各々の商

科に対して重視する要因といえる害

　ここでは全回答者の回答と比較して特徴的な

点に絞って検討する。まず「ファッション」で

あるが，「ブランド」を重視する要因としてあ

げるネットショップ利用学生が40％と多い。

このことからネットショップ利用学生は，もと

もと購入したい既知のブランドがあり，その購

入先としてネットショップを選択しているとい

える。

　「家電製品」については，「ロコミ」を重視す

るとの回答が19％と，全回答者と比べてやや

多くなっている。このことからネットショップ

利用学生は既存ユーザーからの情報をより重視

しているといえ，ロコミに関連する情報を提供

することが家電製品のネットシ日ツブでは特に

有効であるといえる。

　「健康食品」では，「ロコミ」に対し34％，「話

題性」に対し32％と全回答者と比べて重視す

る回答割合が高くなっている。同様に「コスメ

商品」は，「ロコミ」に対し37％と全回答者と

比べて重視する回答割合が高くなっている。こ

れらの商科においてもロコミに関連する情報を

提供することが有効であるといえる。

　「スポーツ用品」では，「珍しさ」を重視する

回答が！3％と全回答者と比べて重視する回答

割合が高くなっている。つまり入手可能性が重

視され，入手困難な商品である場合にネット

ショップが利用されやすい可能性がある。

　フアッソヨノ

　　家電製品

　　日用雑貨

　　　　食品

　　健康食品

　コスメ商品

インテリア商品

　スポーツ用品

　　　　お酒

．0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　工O0　　　120　　　140

　　　図12：ネットショップ利用者の購入決定重視要因

□価格

廃品質

魔ブランド

麗珍しさ

騒使用経験

国ロコミ

騒デザイン

■話題性

麗安心感

□無記入

！60（人〕

5）先に指摘したように，回答学生の多くが主に実店

舗から商品を購入しているため，ネットショップを

利用する学生数はそれほど多くない。したがって比

較する際にはこの点を考慮する必要がある。特に「食

品」および「お酒」は利用学生数が少ないため検討

する商科から割愛する。
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　以上のように，ネットショップに関して考察

すると，価格はもちろんであるが，商科によっ

てブランドや珍しさなど商科そのものが消費者

の購買行動に大きく影響する場合，商科の情報

の豊富さが大きく影響する場合，およびロコミ

情報など既存ユーザーからの情報が大きく影響

する場合が存在する。したがって各々の商科に

おいて特に重視する販売促進策が異なってくる

ことになる。

7．まとめと今後の課題

　本稿の調査および検討により，ネットショッ

プに関する学生の利用実態およびその意識の一

端を明らかにすることができた。購入対象商品

の情報収集においても，実際の購入先において

も，実店舗を利用することが学生にとっての基

本となっており，ネットショップを利用するこ

とは主流とはいえない。しかし学生がネット

ショップを利用していないわけではなく，先述

したようにある程度利用されているといえる。

特にネットショップの閲覧については相当数の

学生が利用している。

　また調査結果から，学生がネットショップを

利用する際に重視する要因は，価格はもちろん

であるが，それよりもむしろ身近な店舗におけ

る入手可能性をより重視することが示された。

このことは価格競争に巻き込まれるのを避けた

いネットショップ運営者にとっては」定の示唆

を与えるといっていい。さらに商科によってブ

ランドや珍しさなど商科そのものが消費者の購

買行動に大きく影響する場合，商科の情報の豊

富さが大きく影響する場合，およびロコミ情報

など既存ユーザーからの情報が大きく影響する

場合が存在することが明らかになった。これら

の結果はネットショップ運営者が販売促進策を

立案する際に有用であろう。

　しかし本稿の調査には限界が存在する。まず

調査対象である。調査は大学生のみを対象とし

ており，加えてユつの大学および学部・学科の

みを対象としている。大学生の利用実態に限っ

たとしても，例えば都市部と地方との利用意識

の差，いわゆる「地域差」が存在する可能性を

調査結果は推測させる。また商科毎の利用実態

と利用意識は商科の選定および設問の設計を含

め，より精査な調査が必要である。これらの点

は今後の課題となろう。
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付録

　　　　　　　　　　　　　ネットショップ利用の意識に関するアンケート

以下の1～10の質問について，該当する選択肢を○で囲むもしくは必要事項を言己入して下さい。

あなたの学年と性別、昼夜間生別を教えてください。

学年　①ユ回生　②2回生　③3回生

性別　　①男　　②女　　昼夜　　①昼間主

④4回生

②夜間主

⑤5回生以上

11欲しいものがあるとき，主にどうやって（どこで）探しますか？　ユつだけ選んで下さい。

　①ネットで検索　　②実店舗（専門店や百貨店，スーパー等）　③カタログ　④その他（

2．欲しい商品をネットで検索する場合，どの機器を使用することが多いですか？

　①主にパソコン　　②主に携帯電話　　③パソコンと携帯電話の両方

　④ネットでは検索しない　　⑤その他（

1つだけ選んで下さい。

3．欲しい商品を，パソコンを使ってネットで検索する場合，主に下記のいずれのサイトを使用することが

　　多いですか？　1つだけ選んで下さい。

　①Goog1。　②Yahoo1　③Goog1e，Yahoo！以外の検索サイト

　　④楽天　　　⑤楽天以外のネットのショッピングモールのサイト　⑥その他（　　　　　　　）

4．欲しい商品を実際に購入するには，主に下記のいずれの方法をとっていますか？　1つだけ選んで下さい。

　　①ネットで商品情報を調べ，ネットショップで購入

　　②ネットで商品情報を調べ，実店舗（専門店や百貨店，スーパー等）で購入

　　③実店舗（専門店や百貨店，スーパー等）で商品情報を調べ，実店舗で購入

　　④実店舗（専門店や百貨店，スーパー等）で商品情報を調べ，ネットショップで購入

5．ネットショップを閲覧する頻度はどのくらいですか？　ユつだけ選んで下さい。

　①毎日　　　　　　　②2，3日に1回程度　　③1週間に1回程度

　④2週間にユ回程度　　⑤ユか月にユ回程度　　⑥2，3か月にユ回程度

　⑦半年に1回程度　　　⑧1年に1回程度　　　⑨1年にユ回未満

　⑩利用経験なし

6．ネットショップで商品を購入する頻度はどのくらいですか？　1つだけ選んで下さい。

　①毎日　　　　　　　②2，3日にユ回程度　　③1週間に1回程度

　④2週間に1回程度　⑤1か月に1回程度　　⑥2，3か月にユ回程度

　⑦半年に1回程度　　　⑧1年にユ回程度　　　⑨1年に且回未満

　⑩利用経験なし

7．ネットショップで商品を購入する場合，支払方法は次のどれを選びますか？　ユつだけ選んで下さい。

　①クレジットカード　②コンビニ支払　　③振込み　④代引き　⑤よく．わからない
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8．ネットショップでの商品購入の決定ポイントは主にどこにありますか？

　　に重視する点を答えて下さい。

　①価格　　②身近な実店舗にない　　③店の信用　　④珍しさ　　⑤新製品

第1位に重視する点と第2位

⑥実用性　　⑦衝動買い

第1位　　　　　　　　第2位

9．商科ごとについて，A：購入方法は主にどれですか？（1つだけ選択）

　　また，B：購入決定で重視する点はどれですか？（複数回答OK）

商科 A：購入方法 B：購入決定で重視する点

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

ユ．ファッション ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

2．家電製品 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

3．日用雑貨 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

41食品 ②主にネット ②晶質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

5．健康食品 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

6．コスメ商品 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

7．インテリア商品 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

8．スポーツ用品 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

①主に実店舗 ①価格 ④珍しさ ⑦デザイン

9．お酒 ②主にネット ②品質 ⑤使用経験 ⑧話題性

③同程度 ③ブランド ⑥ロコミ ⑨安心感

ユO．「スイーツのお取り寄せをしたい」とき，どんな検索キーワード（群）で検索しますか？
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